
  

十六老分の始まりとその制度 
元和五年　(江戸初期)　照髙院法主興意法親王の時、白川の里　(現仕伏町)　に伏見城二の丸の建
物を運び雄大な御殿を建てられ里人たちは、白川御殿とも雪輪の御所とも申していた。

以後同周、道晃、道尊、忠誉の四法主法親王を経て、明和七年まで続いたがその後、約百年程の
間は聖護院の支配になり法王を置かなかったが、明治元年智成親王が照髙院主となられた。(明治
三年照髙院を改め北白川宮となられた。)

照髙院法王、道晃親王は特に里人との親しみが強くその徳を慕い奉つていた。

照髙院宮のご紋賞は雪輪の芯をもつ菊花を紋章としておられた関係から雪輪菊を形どり十六弁の
菊花にちなんで、鉾に奉仕する十六人が集まり、照髙院のご紋章を表したのが十六人老分組織の
始まりである。

以後、二、三の各鉾も一之鉾を基本としてこれに習い、各鉾とも、一人欠員になれば次の人が入
り、絶えず十六人の数を守り、最上位の者を壱老(壱番尉)といって最良の待遇を受け、天神宮に奉
仕した習慣が現今に受け継がれている。

壱之鉾へのお問合せ・御入会、その他、壱之鉾HP「お問合せ」 へ

https://ishimagostone.com/wordpress/ichinohoko/
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壱之鉾　人別帳　屋号一覧　(順不同)

三右衛門,　三良右衛門,　勘四郎,　甚兵衛,　勘右衛門,　甚四郎,　孫右衛門,　孫左衛門,

庄右衛門,　庄左衛門 ,　庄助,　九兵衛,　九良右衛門,　九助,　与兵衛,　与四兵衛,　与兵,

久太夫,　弥惣兵衛,　惣兵衛,　弥平次,　宗左衛門,　遠助 ,　弥平治,　市良兵衛,　壺屋

六左衛門,　新六,　治右衛門,　善右衛門,　杢平衛,　喜兵衛,　治良八,　重兵衛,　市郎兵衛,

才右衛門,　太治右衛門,　宗助

上記屋号の方で、まだお申し込みのない男の子が居られる方は、
交じり子(まじりこ)でお祝いの品を贈呈させて頂きますので
お知らせください。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E7%99%BD%E5%B7%9D%E5%AE%AE%E6%99%BA%E6%88%90%E8%A6%AA%E7%8E%8B


  

(一)　壱之鉾
天使大明神に一剣の黒鉾があった。この鉾は、後小松天皇の御代　(室町時代)　御所御造営の
とき、白川の里人が奉仕した記念として御所より御下賜になったときの黒剣と伝えられてい
る。
この鉾には年号が刻んであり
延喜八年　八月　十三日　(西暦908年)
の刻銘がある。 
この黒鉾を里の宝として祭事にこれを祀り、里の安泰と隆盛を祈り又、疫病拂い等にも祀って
祈りを捧げたもので、この黒剣が壱之鉾の始めである。
この黒鉾について　(尺素従来)　によれば、祇園長刀鉾、粟田の爪鉾、岡崎の犬鷹鉾と同じく
祇園祭には白川の里よりこの黒鉾も参加したことが記されている。
壱之鉾の黒鉾は薙刀に三階松で中央に兜を現したものである。
この形は、將軍・家綱公の時で武を表したのである。
(二)　貮之鉾
寛文年間、照髙院宮が天神宮と改称され、宮家御祈願所とせられた時に創立されたと伝えられ
ている。
この鉾は葵と菊を現し、葵は徳川蔣軍を、菊は照髙院の宮を現したものである。
(三)　参之鉾
貮之鉾が創立して間もなく、北白川天神宮の森に、奈良春日神社より春日大名神を祀ったとき
に出来た記念の鉾である。
参之鉾は紅葉に鹿と春日大名神を現したものである。
又、各鉾共、見送りは十六弁の雪輪菊を現した立派なものである。

鉾の由来について
日 行事

１月３日 参拝

1月例会年間行事の確認

成人式の前日 古式御弓神事

2月第２土曜日 入飼振舞

３月下旬 花振舞

5月第３土曜日 ５月例祭振舞

7月第３土曜日 土用干し振舞

９月初旬 ９月例会（秋季大祭の確認）

10月第１日曜日 高盛献饌の儀

10月第１水曜日 鉾立て

10月第１木曜日 神幸祭

〃 交じり子の儀式

〃 神幸祭奉仕

10月第2日曜日 還幸祭

〃 秋季大祭巡幸奉仕

〃 御神霊還御 参列

体育の日 後片付け

11月第1土曜日 お火焚祭振舞

１２月中旬 事納（忘年会）

壱之鉾　年間予定表

遠助　出　　　大槻 克弘様
三右衛門　　　吉村 雅俊様
九良右衛門　　中嶋 義治様
市良兵衛　　　吉村 幹一様
与兵衛　出　　西村 弘之 様
惣兵衛　　　　中山 和夫様
治右衛門　　　中山 准一様
才右衛門分家　西村 正夫様
久太夫　　　　吉村 治久様
甚兵衛分家　　吉村 豊治様
与兵衛　出　　西村 光夫様
太治右衛門　　中山 義朗様
久太夫　　　　吉村 元男様
新六　　　　　西村 豊様
喜兵衛　　　　大槻 通郎様
太治右衛門　　中山 定信様
新六　　　　　西村 聡 様
惣兵衛　　　　中山 智哉様
久太夫　出　　吉村 隆哉様
才右衛門　出　中山 純平様
惣兵衛　　　　中山 尚彦様
善右衛門分家　吉村 光史様
重兵衛　出　　朝生 英雄様
善右衛門分家　吉村 泰治様
才右衛門　出　奥村 勝史様
六左衛門　　　吉村 政人様
久太夫　　　　吉村 泰様
甚四郎　　　　吉村 仁志様
才右衛門　出　奥村 耕司様
善右衛門　　　吉村 昭治様
庄右衛門　　大槻 純一郎様
久太夫 分家　　吉村 龍二様
庄右衛門　出　遠藤 俊哉様
九兵衛 出　　　名和 正行様
孫左衛門分家　吉村 新治様
庄右衛門　　大槻 洋二郎様
与兵衛　　　　西村 公孝様
市郎兵衛　　　吉村 和眞様
九兵衛　　　　西村 徳紀様
久太夫　　　　吉村 仁様
才右衛門　出　奥村 重生様
甚兵衛　　　　吉村 嘉博様
善右衛門　　　吉村 宏之様
甚兵衛分家　　吉村 直樹様

入老候補者一覧

https://www.kyototuu.jp/Jinjya/KitaShirakawaTenshinguu.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8C%E5%B0%8F%E6%9D%BE%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E7%B6%B1
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/ishibumi/html/sa044.html
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